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冬来たりなば春遠からじ

校長 山縣 祥美
「１５の春を泣かすな」・・・「全員合格」その瞬間「はあ～心配でした」と胸をなでおろす先生，「や

ったー」と喜びを爆発させる先生。先生方の喜びに満ちた笑顔と安どの表情。子どもたちの学力や

心身のサポートを全教職員が一丸となって取り組んだ一年間でした。進路選択，コロナ禍による中

学校最後の学校行事は縮小や延期，卒業生は２年間コロナに振り回された学校生活でしたが，忍

耐強く困難を乗り越え誰よりも一生懸命に駆け抜けた中学校生活でした。

「卒業式は最後の授業」・・・私は卒業式は儀式であり，最後の授業であると考えています。「３年

間の課程を修了したことを証する」保護者，地域の方，在校生に見守られて１人ずつ舞台に立ち証

書が授与されます。どの子にもその子の頑張りと成長があります。最後の花道を堂々と胸を張って旅

立つ子どもたちの背中に幸せを祈らずにはおられません。そして，その姿を在校生がしっかりと瞼に焼

き付け自分たちの目指すべきゴールを学びます。感動が心の豊かさと他者と自分への愛情を育て

る。私は，そんな授業が展開される学校になってほしいと切に願います。

「冬来たりなば春遠からじ」・・・東北地方では，ドカ雪が降ると春が来るといわれるそうです。本校

は１～２年生全員が濃厚接触者となり，22日から26日まで学校閉鎖になりました。やむを得ず終業

式と離任式が中止となり子どもたちに申し訳ない思いです。いつもなら笑い声や元気のよいあいさ

つが飛び交い校舎や校庭が賑やかなのですが今はさみしい限りです。有難いことに，地域の方や

保護者の皆様から「大変でしたね」「頑張ってください」等，温かいお言葉をたくさんいただきました。

万感胸に迫るとはこのことでしょうか。ありがとうございました。コロナ対策には万全を期してまいりました

が，学期末という大切な時期にご心配をおかけして申し訳ありません。大人も子どももみんなで力を

合わせてコロナに立ち向かっていることには必ず大きな意味があると私は思います。

令和４年度の出発を寿ぐように校門の桜が満開になりました。子供たちがこの校門をくぐって再び

登校できる日はそう遠くはないと信じています。

春が待ち遠しい今日この頃です。

６日（水）始業式，入学式 （変更の場合あり） ３日（火）憲法記念日 （変更の場合あり）
７日（木）身体計測 ４日（水）みどりの日
８日（金）学力検査（11日） ５日（木）こどもの日
12日（火）知能検査（１・３年），交通安全教室 ９日（月）１年宿泊学習（～10日）
13日（水）生徒会ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 11日（水）１年休養措置日
14日（木）・15（金）家庭訪問①② 12日（木）中期ふるコミュオリエンテーション（１年）
18日（月）家庭訪問③ ３年第１回実力テスト（～13日）
19日（火）全国学力・学習状況調査 14日（土）土曜授業引き渡し訓練
20日（水）～22日（金）家庭訪問④⑤⑥ 22日（日）第１回ＰＴＡ奉仕作業
25日（月）防災避難訓練 24日（火）3年修学旅行（～26日）
27日（水）ＰＴＡ総会 26日（木）中期交流学習（校外１年）
28日（木）生徒総会 27日（金）３年休養措置日



３月15日（火），第5３回卒業式が

挙行されました。コロナ禍で，地域の

方々をお招きできないなど，様々な制

約がある中ですが，全校生徒で実施す

ることができました。３年生は，堂々

とした立派な態度で卒業証書を受け取

っていました。最後に歌った卒業合唱

では，独唱や将来の夢を述べる場面を

を取り入れ，在校生をはじめ多くの方

々の涙を誘い，感動的なものとなりま

した。

３月９日（水），鹿児島育英館高校

校長の宮元 一賴先生をお招きして，

「夢が人を育てる 人が夢を育てる」

という演題によるキャリア教育講演会

を実施しました。特に３年生は卒業を

目前に控え，夢をもち，何事にもチャ

レンジしていく姿勢の大切さについて

学びました。

【明るい選挙啓発習字コンクール】 【明るい選挙啓発ポスターコンクール】

入選 入選

１年 福元 聖菜 寳満 美羽 １年 新森 妃夏 宮坂 薫子

２年 神之田初絆 中島 美羽 ２年 髙橋ゆきの

３年 齋藤 乃亜 池田 優姫

川床 日菜 田原 麻鈴

木原りおん 勇山 明依

有村 美羽 森 卓磨

藤井 堅聖 安德 龍氣

中庭トイレ横「白木蓮」

キャリア教育講演会

受賞おめでとう

特に私が心に残っていることは，

「夢が人を育てる，人が夢を育てる」

という言葉が心に残りました。私に

は，看護師になりたいという夢がある

ので，その夢を叶えられるように努力

したいと思います。

第53回卒業式


